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17,952
(23%)

18,258
(23%)

17,848
(23%)

17,132
(22%)

16,983
(22%)

16,840
(22%)

17,714
(22%)

16,959
(21%)

15,711
(21%)

15,257
(21%)

15,038
(21%)

14,598
(20%)

14,169
(20%)

14,428
(20%)

14,233
(19%)

13,858
(19%)

13,523
(19%)

13,646
(18%)

13,780
(18%)

14,148
(18%)

50,711 
(66%)

51,007 
(66%)

51,223 
(66%)

51,837 
(67%)

52,260 
(67%)

53,218 
(68%)

56,262 
(68%) 54,298 

(69%) 51,479 
(69%)

50,447 
(69%)

50,190 
(69%)

49,987 
(69%)

49,777 
(69%)

50,509 
(69%)

50,894 
(69%)

49,722 
(69%)

48,506 
(67%)

51,134 
(69%)

51,846 
(68%)

52,561 
(68%)

8,086 
(11%)

8,292 
(11%)

8,780 
(11%)

8,482 
(11%)

8,153 
(11%)

8,061 
(10%)

8,334 
(10%) 8,128 

(10%) 7,795 
(10%)

7,649 
(10%)

7,628 
(10%)

7,380 
(10%)

8,434 
(12%)

8,504 
(12%)

8,964 
(12%)

8,994 
(12%)

9,925 
(14%)

9,545 
(13%)

10,123 
(13%)

10,135 
(13%)

76,749 77,557 77,851 77,451 77,396 78,119
82,310

79,385
74,985 73,353 72,856 71,965 72,380 73,441 74,091 72,574 71,954

74,325 75,749 76,844

－

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

その他 自然科学 人文・社会科学

（人）

○この表は， 大学院研究科の「入学者」を，入学した専攻分野により分類したものである。

○各年度５月１日現在。ただし、５月１日現在に在籍しない者は含まない。

○凡例

・人文・社会科学 人文科学(文学、史学、哲学、その他)、社会科学(法学・政治学、商学・経済学、社会学、その他)、芸術(美術、デザイン、音楽、その他) 、その他(人文・社会科学)

・自然科学  理学(数学、物理学、化学、生物学、地学、原子力理学、その他)、工学(機械工学、電気通信工学、土木建築工学、応用化学、応用理学、原子力工学、鉱山学、金属工学、

繊維工学、船舶工学、航空工学、経営工学、工芸学、その他)、農学(農学、農芸化学、農業工学、農業経済学、林学、林産学、 獣医学畜産学、水産学、その他)、

保健(医学、歯学、薬学、その他) 、その他(自然科学)

・その他   商船(商船学) 、家政(家政学、食物学、被服学、住居学、児童学、その他) 、教育(教育学、教員養成、体育学、その他) 、その他(社会・自然科学、その他)

出典：学校基本調査（文部科学省）

１．大学院（修士課程）入学者数（専攻分野別）

3



3,914 
(22%)

3,849 
(22%)

3,744 
(22%)

3,651 
(22%)

3,373 
(21%)

3,317 
(21%)

3,235 
(20%)

3,031 
(19%)

2,932 
(19%)

2,872 
(19%)

2,845 
(18%)

2,734 
(18%)

2,555 
(17%)

2,478 
(17%)

2,501 
(17%)

2,400 
(16%)

2,197 
(15%)

2,047 
(14%)

2,114 
(15%)

2,178 
(15%)

12,930 
(72%)

12,502 
(71%)

12,138 
(71%)

12,034 
(71%) 11,609 

(71%)
11,348 
(71%)

11,918 
(72%) 11,447 

(73%)
11,463 
(74%)

11,517 
(74%)

11,448 
(74%)

11,448 
(75%) 11,039 

(74%)
10,969 
(74%)

11,009 
(74%)

11,058 
(74%) 10,636 

(73%)
10,843 
(74%)

10,473 
(73%)

10,986 
(73%)

1,100 
(6%) 1,202 

(7%) 1,249 
(7%)

1,241 
(7%) 1,289 

(8%) 1,236 
(8%)

1,318 
(8%) 1,207 

(8%)
1,162 
(7%)

1,102 
(7%)

1,125 
(7%)

1,101 
(7%) 1,378 

(9%)
1,319 
(9%)

1,393 
(9%)

1,518 
(10%) 1,826 

(12%)
1,739 
(12%)

1,795 
(12%)

1,850 
(12%)

17,944 17,553 
17,131 16,926 

16,271 15,901 
16,471 

15,685 15,557 15,491 15,418 15,283 14,972 14,766 14,903 14,976 14,659 14,629 14,382 
15,014 

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

その他 自然科学 人文・社会科学

（人）

出典：学校基本調査（文部科学省）

○この表は，大学院研究科の「入学者」を，入学した専攻分野により分類したものである。

○各年度５月１日現在。ただし、５月１日現在に在籍しない者は含まない。

○凡例

・人文・社会科学 人文科学(文学、史学、哲学、その他)、社会科学(法学・政治学、商学・経済学、社会学、その他)、芸術(美術、デザイン、音楽、その他) 、その他(人文・社会科学)

・自然科学 理学(数学、物理学、化学、生物学、地学、原子力理学、その他)、工学(機械工学、電気通信工学、土木建築工学、応用化学、応用理学、原子力工学、鉱山学、金属工学、

繊維工学、船舶工学、航空工学、経営工学、工芸学、その他)、農学(農学、農芸化学、農業工学、農業経済学、林学、林産学、獣医学畜産学、水産学、その他)、

保健(医学、歯学、薬学、その他) 、その他(自然科学)

・その他  商船(商船学) 、家政(家政学、食物学、被服学、住居学、児童学、その他) 、教育(教育学、教員養成、体育学、その他) 、その他(社会・自然科学、その他)

２．大学院（博士課程）入学者数（専攻分野別）
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○この表は，大学院学生を専攻分野により分類したものである。各年度5月1日現在。

○凡例

・人文科学 人文科学(文学、史学、哲学、その他)

・社会科学 社会科学(法学・政治学、商学・経済学、社会学、その他)

・自然科学 理学(数学、物理学、化学、生物、地学、原子力理学、その他)、工学(機械工学、電気通信工学、土木・建築工学、応用化学、応用理学、原子力工学、鉱山学、金属工学、

繊維工学、船舶工学、航空工学、経営工学、工芸学、その他)、農学(農学、農芸化学、農業工学、農業経済学、林学、林産学、 獣医学畜産学、水産学、その他)、

保健(医学、歯学、薬学、その他) 

・その他   商船(商船学)、家政(家政学、食物学、被服学、住居学、児童学、その他) 、教育(教育学、教員養成、体育学、その他) 、芸術(美術、デザイン、音楽、その他)

その他(自然科学、社会・自然科学、人文・社会科学、その他)

出典：学校基本調査（文部科学省） 5

３．外国の学校からの大学院(博士課程)入学者数（専攻分野別）

1,075 828 1,077 766

10,121 9608

2,081 2403

87
（8%）

82 
（7%）

109 
（9%）

82
（10%）

775 
（9%） 925

（11%）

195 
（9%）

320
（7%）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

平成25年度 令和５年度 平成25年度 令和５年度 平成25年度 令和５年度 平成25年度 令和５年度

国内大学等からの進学 外国の学校卒

社会科学 自然科学 その他
人文科学



42,357
(26%)

42,196
(26%)

41,651
(25%)

40,223
(24%)

39,574
(24%)

39,356
(24%)

40,447
(23%)

40,707
(23%)

38,880
(23%)

36,748
(23%)

35,812
(22%)

35,152
(22%)

34,401
(22%)

34,344
(21%)

34,445
(21%)

33,733
(21%)

32,921
(21%)

32,566
(20%)

32,513
(20%)

32,991
(20%)

102,945
(63%)

104,551
(63%)

105,124
(64%)

106,105
(64%)

107,301
(65%)

109,377
(65%)

114,794
(66%)

116,519
(66%) 111,793

(66%) 108,193
(66%)

106,575
(67%)

106,582
(67%)

106,578
(67%)

106,509
(66%)

108,174
(66%)

107,388
(66%)

105,144
(67%)

106,832
(66%)

110,061
(66%)

111,761
(66%)

17,410
(11%)

17,803
(11%)

18,750
(11%)

18,891
(12%)

18,547
(11%)

18,310
(11%)

18,590
(11%)

18,754
(11%) 18,230

(11%) 17,752
(11%)

17,542
(11%)

17,240
(11%)

18,135
(11%)

19,534
(12%)

20,481
(13%)

21,140
(13%) 19,707

(12%)

23,060
(14%)

23,574
(14%)

23,954
(14%)

162,712164,550165,525165,219165,422167,043
173,831175,980

168,903
162,693159,929158,974159,114160,387163,100162,261

157,772
162,458

166,148168,706

－

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

その他 自然科学 人文・社会科学

（人）

○この表は，大学院学生を専攻分野により分類したものである。各年度5月1日現在。

○「修士課程」の学生数には，修士課程及び博士前期課程（医歯学，薬学（修業年限４年），獣医学関係以外の一貫制課程の１・２年次の課程を含む。）の学生数が含まれる。

○凡例

・人文・社会科学 人文科学(文学、史学、哲学、その他)、社会科学(法学・政治学、商学・経済学、社会学、その他)、芸術(美術、デザイン、音楽、その他) 、その他(人文・社会科学)

・自然科学  理学(数学、物理学、化学、生物学、地学、原子力理学、その他)、工学(機械工学、電気通信工学、土木建築工学、応用化学、応用理学、原子力工学、鉱山学、金属工学、

繊維工学、船舶工学、航空工学、経営工学、工芸学、その他)、農学(農学、農芸化学、農業工学、農業経済学、林学、林産学、 獣医学畜産学、水産学、その他)、

保健(医学、歯学、薬学、その他) 、その他(自然科学)

・その他   商船(商船学)、家政(家政学、食物学、被服学、住居学、児童学、その他) 、教育(教育学、教員養成、体育学、その他) 、その他(社会・自然科学、その他)

出典：学校基本調査（文部科学省）

４．大学院（修士課程）在学者数（専攻分野別）
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18,021
(24%)

18,244
(25%)

18,298
(24%)

18,165
(24%)

17,811
(24%)

17,390
(24%)

16,986
(23%)

16,469
(22%)

15,957
(21%)

15,513
(21%)

15,279
(21%)

14,912
(20%)

14,558
(20%)

14,230
(19%)

13,948
(19%)

13,641
(18%)

13,362
(18%)

12,939
(17%)

12,584
(17%)

12,331
(16%)

51,118
(70%)

51,940
(69%)

51,813
(69%)

51,055
(68%)

50,568
(68%)

50,094
(68%)

51,139
(69%)

51,924
(69%)

52,056
(70%)

52,290
(71%)

52,434
(71%)

53,037
(72%)

53,049
(72%)

52,958
(72%)

53,207
(72%)

53,324
(71%)

53,536
(71%)

53,280
(71%)

52,985
(70%)

53,317
(70%)

4,307
(6%)

4,723
(6%)

5,254
(7%)

5,591
(8%)

5,852
(8%)

6,081
(8%)

6,307
(8%)

6,386
(9%)

6,303
(9%)

6,114
(8%)

5,991
(8%)

5,928
(8%)

6,244
(8%)

6,721
(9%)

7,212
(10%)

7,746
(10%)

8,447
(11%)

9,076
(12%)

9,687
(13%)

10,193
(13%)

73,446 74,907 75,365 74,811 74,231 73,565 74,432 74,779 74,316 73,917 73,704 73,877 73,851 73,909 74,367 74,711 75,345 75,295 75,256 75,841

－

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

その他 自然科学 人文・社会科学

（人）

出典：学校基本調査（文部科学省）

○この表は，大学院学生を専攻分野により分類したものである。各年度5月1日現在。

○「博士課程」の「保健」の「その他」には，医歯学の複合領域の専攻が含まれる。

○凡例

・人文・社会科学 人文科学(文学、史学、哲学、その他)、社会科学(法学・政治学、商学・経済学、社会学、その他)、芸術(美術、デザイン、音楽、その他) 、その他(人文・社会科学)

・自然科学 理学(数学、物理学、化学、生物学、地学、原子力理学、その他)、工学(機械工学、電気通信工学、土木建築工学、応用化学、応用理学、原子力工学、鉱山学、金属工学、

繊維工学、船舶工学、航空工学、経営工学、工芸学、その他)、農学(農学、農芸化学、農業工学、農業経済学、林学、林産学、獣医学畜産学、水産学、その他)、

保健(医学、歯学、薬学、その他) 、その他(自然科学)

・その他  商船(商船学) 、家政(家政学、食物学、被服学、住居学、児童学、その他) 、教育(教育学、教員養成、体育学、その他) 、その他(社会・自然科学、その他)

５．大学院（博士課程）在学者数（専攻分野別）
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出典：学校基本調査

※「商船」、「家政」､ 「芸術」 ､ 「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略

６．学士課程修了者の進学率の推移（分野別）

 学士課程修了者の進学率は全体として横ばいの傾向。
 人文科学系、社会科学系の進学率は他の分野と比較して低い。

8※人文科学・社会科学系における大学院教育の関連データ集
（令和5年11月30日 中央教育審議会大学分科会大学院部会）を基に一部加工

※課程修了者のうち、進学者の割合を算出。進学者とは、大学院研究科、大学学部、短期大学本
科、大学・短期大学の専攻科、別科へ入学した者である。また、進学しかつ就職した者を含む。



※「商船」、「家政」､ 「教育」､ 「芸術」 ､ 「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略

出典：学校基本調査

７.修士課程修了者の進学率の推移（分野別）
 博士進学率は全体として減少傾向
 人文科学系の博士進学率は他の分野と比較して高く、社会科学系の博士進学率は工学系に次いで低い

9
※課程修了者のうち、進学者の割合を算出。進学者とは、大学院研究科、大学学部、短期大学本科、
大学・短期大学の専攻科、別科へ入学した者である。また、進学しかつ就職した者を含む。

※人文科学・社会科学系における大学院教育の関連データ集
（令和5年11月30日 中央教育審議会大学分科会大学院部会）を基に一部加工
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８.人口100万人当たりの学士号取得者数の国際比較

 人文・社会科学分野における人口当たりの学士号取得者数は、諸外国と比較して大きな差はない

10

学士

出典：科学技術・学術政策研究所「科学技術指標2023」 ※人文科学・社会科学系における大学院教育の関連データ集
（令和5年11月30日 中央教育審議会大学分科会大学院部会）を基に一部加工



９.人口100万人当たりの修士号・博士号取得者数の国際比較

 人文・社会科学分野における人口当たりの修士号・博士号取得者数は、諸外国と比較して少ない

11
※人文科学・社会科学系における大学院教育の関連データ集
（令和5年11月30日 中央教育審議会大学分科会大学院部会）を基に一部加工

修士 博士

出典：科学技術・学術政策研究所「科学技術指標2023」
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10.分野別研究者数
 大学の研究者数は自然科学系を主軸に増加傾向
 人文・社会科学系は私立大学を中心に増加傾向にあったものの、近年は横ばい、あるいは微減の傾向

※研究者： 大学（短期大学を除く）の課程を修了した者（又はこれと同等以上の専門的知識を有する者）であり、特定の研究テーマをもって研究を行っている者で、
本務者（教員、博士課程在籍者、医局員、その他の研究員）もしくは兼務者を指す

68.4%

20.4%

11.3%

出典：文部科学省 科学技術・学術政策研究所、「科学技術指標2022」を基に加工・作成
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17.0%

7.0%

56.4%

29.7%

13.9%

12※人文科学・社会科学系における大学院教育の関連データ集
（令和4年8月3日 中央教育審議会大学分科会大学院部会）を基に一部加工
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その他
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（人）

○各年度は調査実施年度であり、前年度3月31日時点について調査。

○「大学等」：大学の学部（大学院の研究科を含む）、短期大学、高等専門学校、大学附置研究所、大学附置研究施設、大学共同利用機関法人、
独立行政法人国立高等専門学校機構  

○「研究本務者」：教員（教授、准教授、助教、講師）、大学院博士課程の在籍者、医局員（「教員」及び「大学院博士課程の在籍者」以外の者で、
医学部等に所属し、大学付属病院及び関連施設において診療、研究、教育に従事している医者）、その他の研究員（ 「教員」及び「大学院博
士課程の在籍者」 、「医局員」以外の者で、大学（短期大学を除く）の課程を修了した者又はこれと同等以上の専門的知識を有し、特定のテー
マをもって研究を行っている者）。
※「 本務者」：内部で研究を主とする者をいう。 「本務者」に対して「兼務者」は、外部に本務を持つ研究者をいう。

○「その他」：家政学、教育学、その他 出典：科学技術研究調査（総務省統計局） 13

※ 四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。

１１．大学等における研究本務者数
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1２．研究本務者の任期の有無
 人文・社会科学系の研究本務者は、自然科学系に比べて任期無しの割合が高い
 国立・公立・私立大学間において、任期の有無の割合については大きな差は見られない

出典：文部科学省 科学技術・学術政策研究所、「科学技術指標2022」を基に加工・作成

※任期無し：任期無し研究者の定義は出典元に基づく。
※任期有り：研究本務者の教員及びその他の研究者のうち、任期無し研究者以外の者。

14※人文科学・社会科学系における大学院教育の関連データ集
（令和4年8月3日 中央教育審議会大学分科会大学院部会）を基に一部加工



9,020 8,446
21,138

30,020

8,437 50,258 9,096
1,538 2,315

1,901
2,710

836

11,218

1,818
16,496 21,337

8,924

11,524

2,907

60,087

21,123

27,054
32,098 31,963

44,254

12,180

121,563

32,037

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

人文科学社会科学 理学 工学 農学 保健 その他

（人）

私  立

公  立

国  立

１３．大学等の国公私別・専門分野別の研究本務者数の状況

○各年度は調査実施年度であり、前年度3月31日時点について調査。

○「大学等」：大学の学部（大学院の研究科を含む）、短期大学、高等専門学校、大学附置研究所、大学附置研究施設、大学共同利用機関法人、独
立行政法人国立高等専門学校機構

○「研究本務者」：教員（教授、准教授、助教、講師）、大学院博士課程の在籍者、医局員（「教員」及び「大学院博士課程の在籍者」以外の者で、医
学部等に所属し、大学付属病院及び関連施設において診療、研究、教育に従事している医者）、その他の研究員（ 「教員」及び「大学院博士課程
の在籍者」 、「医局員」以外の者で、大学（短期大学を除く）の課程を修了した者又はこれと同等以上の専門的知識を有し、特定のテーマをもって
研究を行っている者）。
※「 本務者」：内部で研究を主とする者をいう。 「本務者」に対して「兼務者」は、外部に本務を持つ研究者をいう。

○「その他」：家政学、教育学、その他 

※ 四捨五入の関係で、合計が合わないことがある。

出典：科学技術研究調査（総務省統計局）

国公私別・専門分野別の研究本務者構成比（令和５年度）国公私別・専門分野別の研究本務者数（令和５年度）
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出典
・ポストドクター等の雇用・進路に関する調査 －大学・
公的研究機関への全数調査（2018年度実績）

・ポストドクター等とは、博士の学位を取得後、任期付で任用される者であり、①大学等の研究機関で研究業務に
従事している者であって、教授・准教授・助教・助手等の職にない者、②独立行政法人等の研究機関において研究業務に
従事している者のうち、所属する研究グループのリーダー・主任研究員等でない者を指す。（博士課程に標準修業年限以上
在学し、所定の単位を修得の上退学した者（いわゆる「満期退学者」）を含む。）
・調査対象機関は、大学（国立大学法人、公立大学、私立大学、大学共同利用機関）、研究開発法人［独立行政法人］、
国立試験研究機関、公設試験研究機関である。

１４．ポストドクターの分野別内訳

平成30年度実績

16



•予算
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3,699,668 3,696,157 3,643,887 3,604,203 3,641,813 3,678,374 3,720,180 3,675,964

3,783,923 3,842,096

0
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3,000,000

3,500,000
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（百万円）

そ        の        他 自    然     科     学 人文 ･社 会 科 学

○各年度は調査実施年度であり、調査対象は前年度実績。

○「大学等」：大学の学部（大学院の研究科を含む）、短期大学、高等専門学校、大学附置研究所、大学附置研究施設、大学共同利用機関法人、独立行政法人国立高等専門学校
機構

○「内部使用研究費」：企業，非営利団体・公的機関及び大学等の内部（社内）で使用した研究費で，人件費，原材料費，有形固定資産の購入費，無形固定資産の購入費，リース
料及びその他の経費の合計をいう。また，資金面から見た場合は，自己資金及び外部から受け入れた資金のうち，内部（社内）で使用した研究費は含み，委託研究（共同研究
を含む。）等の外部（社外）へ支出した研究費は含まない。
※経理上の分類を問わず、研究のために使用した経費を各自判断して回答している。（調査票では「研究部門と他の部門とに分けて算出することが困難な場合には、あん分し

た金額を記入してください」とされている）
○「人文 ･ 社会科学」：文学、法学、経済学、その他人文・社会科学
○「自然科学」：理学、工学、農学、保健
○「その他」：家政、教育、その他 出典：科学技術研究調査（総務省統計局）

※合計値は四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。
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１５．大学等における内部使用研究費



66,411
(14%)

70,983
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640,412
(86%)
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29,761
(5%)
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41,283
(5%) 37,946
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（百万円）

そ        の        他 自    然     科     学 人文 ･社 会 科 学

１６．大学等における受入研究費

○各年度は調査実施年度であり、調査対象は前年度実績。 
○「大学等」：大学の学部（大学院の研究科を含む）、短期大学、高等専門学校、大学附置研究所、大学附置研究施設、大学共同利用機関法人、独立

行政法人国立高等専門学校機構
○「受入研究費」：外部から研究費として受け入れた金額（受託費、補助金、交付金等名目を問わない。）をいう。但し、国立大学が国から受け入れた運
営費交付金及び施設整備費補助金は含まれない。また、私立学校振興助成法に基づく経常費補助金は、その使途が限定されていないが、当該補助
金のうち個々の大学が研究関係業務に使用したとみなした金額を含めている。

○ 「人文 ･ 社会科学」：文学、法学、経済学、その他人文・社会科学
○「自然科学」：理学、工学、農学、保健
○「その他」：家政、教育、その他

出典：科学技術研究調査（総務省統計局）

※合計値は四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。
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１７．人文学・社会科学振興に関連する主な予算事業（令和6年度予算(案)）

① 社会的課題への対応等も見据えた、人文学・社会科学が中心となったプロジェクト型共同研究の推進
② 人文学・社会科学の研究基盤を支える、学術資源のデータ化やデータ基盤等の開発・整備、共同利用・共同研究の推進

未来社会が直面するであろう諸問題に係る有意義な応答を社会に提示する
ことを目指す研究テーマを掲げ、人文学・社会科学から自然科学などの多様
な分野の研究者や社会の多様なステークホルダーが参加して、人文学・社会
科学に固有の本質的・根源的な問いを追究する研究を推進することで、その
解決に資する研究成果の創出を目指す。

人文学・社会科学のデータ共有、利活用を促進する
データプラットフォーム等の基盤の充実・強化を図る。

◆課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業

◆人文学・社会科学データ
   インフラストラクチャー強化事業

① 社会的課題への対応等も見据えた共同研究の推進

＊( )内は前年度予算額

② 人文学・社会科学の研究基盤を支える、学術資源のデータ化やデータ基盤等の開発整備、共同利用・共同研究の推進

※この他、人文学・社会科学研究の推進に関わる施策例
   ・科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業

(SciREX事業)
 ・戦略的創造研究推進事業 (新技術シーズ創出) など

R5 採択テーマ一覧（学術知共創プログラム） 過去のプログラムの成果例
領域開拓プログラムの例
「社会価値」に関する規範的判断のメ
カニズムを脳画像計測など、行動・認知・
神経科学の先端手法を用いて検討。

右側頭頭頂接合部の活性を示すfMRI実験
の結果を標準的な脳イメージで可視化した図

○コロナ危機から視る政策形成過程における専門家のあり方
 （大竹文雄・大阪大学感染症総合教育研究拠点特任教授）

○重層的アクターの協調を生み出す気候変動ガバナンスの構
築 ー低炭素水素事業に着目して

 （石川知子・名古屋大学大学院国際開発研究科教授）

○偽情報と政治的分断に関する東アジア諸国を中心とした包 
括的研究（粕谷祐子・慶應義塾大学法学部教授）

○身体性を通じた社会的分断の超克と多様性の実現
 （床呂郁哉・東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所教授）

1億円（新規)◆人文学・社会科学の
DX化に向けた研究開発推進事業

【1】 デジタル・ヒューマニティーズ・コンソーシアムの運営
国際的な人文学のデジタル化の進展を踏まえ以下を推進
・国内の人文系学術機関の協働体制の構築
・国際規格に対応した人文諸学のデータ規格の調整・整理
・データ構築・利活用等に通じた研究者育成

【2】 我が国の人文学・社会科学の研究動向の可視化
 ・「書籍」についてのモニタリング手法の開発等
 ・社会的インパクトや データベース開発等の研究基盤構築
への貢献など、新たな成果指標の検討 など

TEIに準拠した記述（人文情報学研究所）

●大学共同利用機関法
人

◆共同利用・共同研究の推進

人間文化研究機構において、人間の文化活動や人間と
  社会及び自然との関係に関する研究を推進。

●「データ駆動による課題解決型人文学の創成」
（大規模学術フロンティア促進事業）（国文学研究資料館）
「日本語の歴史的典籍」の画像データ（27万点）のAI利活用
等によるテキストデータ化、データ分析技術開発の推進、国内外
機関等との連携による更なる画像データの拡充など、国文学を中
心としたデータインフラを構築し、様々な課題意識に基づく国内外
・異分野の研究者との共同による大規模データを活用した次世
代型人文学研究を開拓する。    

IIIFビューワーによる複数画像比較（国文学研究資料館）

グローバル展開プログラムの例
人の移動、経済活動等の歴史地理情
報と時間情報を関連させた、歴史空間情
報システムを駆使し、世界的に例の少ない
先端的歴史分析を可能に。

本研究の成果はNHK高校講座
世界史においても活用される。

1770年代の南インド一地域における官吏の分布
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1.5億円（1.8億円)※JSPS運営費交付金中の推計額

0.8億円（1.1億円）
 ※JSPS運営費交付金中
の推計額

H25採択 亀田達也（東京大学）
「社会価値」に関する規範的・倫理的判断のメカニズムと
その認知・神経科学的基盤の解明

H25採択 水島司（東京大学）
アジア歴史空間情報システムによるグローバル・ヒストリー
の新研究

高等学校教育にも貢献



１８．人文学・社会科学のDX化に向けた研究開発推進事業

Ⅱ．人文学・社会科学研究におけるデータ分析による成果の可視化に向けた
研究開発 ※モニタリング指標の開発に向けた調査・分析

令和6年度予算額（案）   １億円
   （新規）

背景・課題
 良質な学術データの開発・整備やネットワーク化、大量のデータを利用した研究の効率化・加速化や巨視的研究の実施、市民等のデータ利活用促進など、諸外国は人文学研
究のデジタル化を積極的に推進。「デジタル・ヒューマニティーズ（DH）」と称する世界的動向への対応や総合知の創出に資する観点から、国内の学術機関の協働体制を構築
し、分野に適したデータ規格のモデルガイドラインや人材育成プログラムの開発など、DX化のための基盤開発が必要。

 総合的・計画的な人文学・社会科学の振興に向けて、我が国全体の人文学・社会科学の研究動向や研究成果を把握するためのモニタリング手法の確立が喫緊の課題。研究
成果の主な発表媒体として、個人の研究成果を体系化した「書籍」が重要な位置を占めており、論文データだけでなく、書籍データを活用した研究動向や成果の調査・分析が
必要。加えて、社会・経済・文化等に中長期的・多面的に生じる人文学・社会科学の多様な社会的インパクトやSNS等を活用した成果発信等に係る指標についても検討が必
要。

Ⅰ．データ基盤の開発に向けたデジタル・ヒューマニティーズ・コンソーシアムの運営
※国内諸機関で協働体制を構築し、国際対応や連絡調整会議の運営、以下の取組等を実施

事業の概要 （事業期間：令和６年度～令和８年度 ）

① 人文諸分野のデータに係る国際規格対応
② 人文諸分野のデータ規格のモデルガイドライン策定、データ駆動型研究の事例創出
③ 若手研究者等を対象とした、人文諸学の特性に応じたデータ構築・

AI利活用研究等に関する人材育成プログラムの開発・実証
  国から中核機関に委託（1機関・64百万円)

【事業の目的】

① 「書籍」に係る研究成果を可視化する指標の開発に向けた調査・分析
② 多様な社会的インパクト、SNS等の「Altmetrics」、データベース構築等の研究基盤

整備への貢献等の新たな指標の検討
③ 国際発信に係る指標の検討や諸外国との研究動向比較
 国から大学、大学共同利用機関法人、独立行政法人等に委託（1機関・32百万円）

■ 第６期科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３月26日閣議決定）：『人文・社会科学の厚みのある「知」の蓄積を図るとともに、自然科学の「知」との融合による、人間や社会の総合的理解と課題解決に資する「総合知」の創出・活用がますます重要』
                                                                                                 『人文・社会科学や総合知に関連する指標について2022年度までに検討を行い、2023年度以降モニタリングを実施する』
■ 「経済財政運営と改革の基本方針2023」（令和５年６月16日閣議決定）：『「第６期科学技術・イノベーション基本計画」（略）を着実に実行する。』 『研究の質や生産性の向上を目指し、（略）情報インフラの活用を含む研究DXの推進』
■ 「統合イノベーション戦略2023」（令和５年６月９日閣議決定）：『人文・社会科学も含む総合知の活用が重要』 『研究データの戦略的な収集・共有・活用に関する取組を加速するとともに（略）人文・社会分野等も含めた他分野に同様の取組を展開する』

データ規格のモデルガイドライン作成、データ駆動型研
究の事例創出（AI利活用研究）（２領域）

②データ規格、データ駆動型研究

テキスト作成、オンデマンド・オンライン・実習カリキュラム
開発・運用等

③DH人材育成

MEXT

データ規格の統一による複数画像比較

我が国の人文諸分野の研究DXを推進するため、国内学術機関で構成する「デジタル・ヒューマニティーズ・コンソーシアム」を立ち上げ、協働体制を構築して、
データ基盤の開発を推進する。併せて、我が国の人文学・社会科学の研究活動の成果をデータ分析により可視化・発信するための研究開発を実施する。

2024 2025 2026

人材育成 プログラム設計調査 オンデマンド講座
開発・試験実施

体制構築・規格検討/
研究開始

2025版モデル開発/
研究の実践・成果まとめ フィードバック対応

オンライン講座開発・試験実施
/実習講座開発・試験実施

モニタリング（書籍
）

手法検討/データ取得/
指標データ作成

指標開発/
モニタリング試行 モニタリング試行

成
果

（担当：研究振興局振興企画課）

Ⅰ

Ⅱ

 モデルガイドラインの活用、データ駆動型研究の進展、DH人材育成（プログラム展開）
 モニタリングの実施、国の施策への活用・展開

Digital Humanities Consortium
（①国際対応／コンソーシアム運営・広報 等）

中核機関（１機関）

領域調査 体制構築・研究準備等 2026版モデル開発/
研究の実践・成果まとめ

規格開発
/

研究事例
創出

領
域
①
領
域
②
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１９．人文学・社会科学における「課題設定型」・「プロジェクト型」共同研究の推進について

事業の展開について

 現代社会において人類が直面する諸問題の解明と対処に向け、人文学・社会科学を中心とした各分野の研究者が協働して、学際的・学融合的に
取り組む課題設定型プロジェクト研究を平成15年度から日本学術振興会において実施。

 平成18年度から政策や社会の要請に対応した人文・社会科学研究推進事業を文部科学省において実施。

今後の検討事項

 学術知共創プロジェクトの事業成果の検証
 学術知共創プロジェクトの事業成果の検証を踏まえた、課題設定型・プロジェクト型共同研究の意義、成果発信の在り方、及び今後の推進方策

 学術分科会人文学・社会科学振興の在り方に関するワーキンググループ審議のまとめ（平成30年12月14日）

学術知共創プロジェクト（文科省）
 課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業において、

令和3年度から「学術知共創プログラム」を開始。

学術知共創プログラム（日本学術振興会）

 分野を超えた研究者等が知見を寄せ合って研究課題と研究チー
ムを創り上げていくための場（共創の場）の整備を支援。

 大阪大学を実施機関とし、令和２年度から４年度まで実施。
（これまでの取組を検証し、今後の人文・社会科学の推進方策
に反映）
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 競争的資金制度の在り方の検討や学術分科会報告（平成24年7月25日）を踏まえ、既存の人文学・社会科学振興に関する事業を統合し、平
成25年度から日本学術振興会において、課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業を実施。

 平成25年度から令和2年度までは、「領域開拓」「実社会対応」「グローバル展開」の３つのプログラムの新規採択を順次実施。

以下２つの事業を実施

（３つの大きなテーマ）
課題Ａ：将来の人口動態を見据えた社会・人間の在り方
課題Ｂ：分断社会の超克
課題Ｃ：新たな人類社会を形成する価値の創造

「現代の現実社会が直面する諸課題の克服のためには、人文学・社会科学の研究者がよりその専門知を活かしつつ、未来社会の構想において能動的に役割を果たすことができるよう、人文学・社会
科学に固有の本質的・根源的な問いに基づく大きなテーマを設定し、その中に自然科学の研究者も含む分野を超えた研究者が参加し、相互に議論することを通じて現代的課題に関する研究課題を
設定し、共同研究を行う中で問いに対する探究を深めていく共創型のプロジェクトを行うことが有効な手法と考えられる」



人文学・社会科学における「課題設定型」・「プロジェクト型」共同研究の推進事業について

H15 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

（※1）評価の結果を踏まえ、一部課題を最大H25末まで継続延長。
（※2）H24に文部科学省内局予算事業を日本学術振興会に移管。
（※3）『リスク社会の克服と知的社会の成熟に向けた人文学及び社会科学の振興について』（平成24年7月25日科学技術・学術審議会 学術分科会）を踏まえ、H25に課題設定による先導的人文学社会科学研究推進事業を開始。
（※4）『人文学・社会科学が先導する未来社会の共創に向けて（審議のまとめ）』（平成30年12月14日科学技術・学術審議会 学術分科会人文学・社会科学振興の在り方に関するワーキンググループ）及び『人文学・社会科学を軸とした学術知共創プロジェクト（審議のまとめ）』（令和3年1月22日学術分科会を踏まえ、

3プログラムを再編・統合し、学術知共創プログラムを開始。

人文・社会科学振興プロジェクト研究事業（H15～20）

異分野融合による方法的革新を目指した人文・社会科学研究推進事業（H21～25）※1

世界を対象としたニーズ対応型地域研究推進事業（H18～22）

近未来の課題解決を目指した実証的社会科学研究推進事業（H20～24）※2 

国際共同に基づく日本研究推進事業（H22～24）※2

Ⅱ 実社会対応プログラム（H25～27）※3 （H27～30） （H30～R3）

Ⅲ グローバル展開プログラム（H25～28）※3

Ⅰ 領域開拓プログラム（H26～29）
※3

（H28～
R1）

（R1～
R3）

Ⅳ 学術知共創プログラム（R3～R8）※4

統
合

課
題
設
定
に
よ
る
先
導
的
人
文
学
・
社
会
科
学
研
究
推
進
事
業

（R4～
R9）

（R5～R10）

（H29～R2） （R2～
R4）

政策や社会の要請に対応した人文・社会科学研究推進事業

文部科学省の委託事
業

日本学術振興会事業

課題設定型プロジェクト研究支援

人文学・社会科学を軸とした学術知共創プロジェクト（R2～4）

共創の場形成事業

23



２０．課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業
課題一覧

領域開拓プログラム

行動・認知・神経科学の方法を用いた、人文学・社会科学の新たな展開
（H26） メディアの発達によるソーシャル・キャピタルの変質（H26） 規範理論と経験分析の対話（H26）

情報メディア発展のもとでの新しい地域研究（H26） 学術研究の変容とミスコンダクトについての人文学・社会科学的研究（H26） 「認知科学的転回」とアイデンティティの変容（H29）

「責任ある研究とイノベーション」の概念と「社会にとっての科学」の理論的実践的深
化（H29） テクノロジーの革新と日本的美学および感性（H29） 嗜好品の文化的・社会的意味（H29）

人文学・社会科学における方法論の検討および新たな創出の試み（R2） 人工知能など高度化する情報技術社会におけるルールと公共性の問題（R2） グローバル化社会における格差と機会の平等についての領域横断的研究（R2）

科学技術と「人間」との関係性に関する研究（R2） パンデミックなど世界規模の災禍への人間社会の対応と課題（R2）

実社会対応プログラム

人口動態を踏まえた日本の国と社会のかたち（H25） 非常時における適切な対応を可能とする社会システムの在り方（H25） 観光の人文学・社会科学的深化による地域力の創出（H25）

規制改革の評価分析（H25） 教育政策の社会的・経済的効果に関する評価（H25） 共生社会実現をめざす地域社会及び専門家の内発的活動を強化するための学
術的実践（H25）

制度、文化、公共心と経済社会の相互連関（H27） 疫病の文化形態とその現代的意義の分析 —社会システム構築の歴史的考察を
踏まえて—（H27）

人口減少地域社会における安心しうるケア・システムの構築と生活基盤の整備
（H27）

世代間衡平性・持続可能性・社会安全性等の倫理的観点を考慮した政策設計
のための実践的研究（H30）

LGBTおよび性的少数者をめぐる社会的ダイバーシティの実現に関する研究
（H30） 人口減少社会における多様な文化の共生をめざすコミュニティの再構築（H30）

忘却に関する学際的研究と社会対応基盤の構築（H30）

グローバル展開プログラム

グローバル人文学（H25） 日本の国際広報と国際発信に関する実証研究（H25） 科学についてのコミュニケーション及び意思決定の国際的な整合的発展（H25）

家族制度と男女共同参画に関する国際比較（H25） 日本企業のコーポレート・ガバナンスに関するグローバルな発信（H25） グローバル社会における排他主義とデモクラシーに関する総合的研究（H28）

グローバル化に対応した人文学・社会科学教育の国際比較（H28） グローバル人文学：日本文学・芸術・思想の普遍性の探求（H28） グローバル化する世界における社会的分断の研究（R1）

情報化や AI などの技術革新および環境問題などに直面する新たな人文学・社会
科学の展開（R1） グローバル時代における国境を越えた秩序の形成と国家（R1） 人類の文化遺産継承のための国際共同研究（R1）

学術知共創プログラム

将来の人口動態を見据えた社会・人間の在り方（R3～） 分断社会の超克（R3～） 新たな人類社会を形成する価値の創造（R3～） 24



各事業の応募数、採択数及び採択率

事業名 プログラム名 公募年 研究期間 研究費(万円) 応募数 採択数 採択率(％)

世界を対象としたニーズ対応型地域研
究推進事業

－ H18 3～5年 2,000 99 6 6.1

－ H19 3年 500 39 4 10.3

近未来の課題解決を目指した実証的
社会科学研究推進事業 － H20 3～5年 1,500～2,500 56 4 7.1

国際共同に基づく日本研究推進事業 － H22 3年 700 46 3 6.5

異分野融合による方法的革新を目指し
た人文・社会科学研究推進事業 － H21 3～5年 500 131 11 8.4

課題設定による先導的人文学・社会科
学研究推進事業

領域開拓
プログラム

H26

3年

500

63 10 19.0

H29 44 12 27.3

R2 75 11 14.7

実社会対応
プログラム

H25

500

58 11 22.4

H27 57 9 19.3

H30 67 8 11.9

グローバル展開
プログラム

H25

1,000

27 3 18.5

H28 38 6 18.4

R1 49 6 12.2

学術知共創
プログラム

R3

6年 1,500

31 2 6.6

R4 29 2 6.9

R5 28 4 14.3

人文学・社会科学を軸とした学術知共
創プロジェクト － R2 3年 3,000 10 1 10.0

※人文・社会科学振興プロジェクト研究事業（H15～20）、異分野融合による方法的革新を目指した人文・社会科学研究推進事業（H21～25）の課題設定型研究領域、及び課題設定による先導的
 人文学・社会科学研究推進事業（H25～）の課題設定型研究テーマ/研究テーマ設定型については、事業委員会委員からの提案に基づき選定。 25
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○直近の数年では、医・歯学関連、薬学関連の応募件数は安定化の傾向。
○一方で、人文学・社会科学関連については、特に私立大学において引き続き増加傾向。

（件） （件） （件） （件）

（
年
度
）

（
年
度
）

（
年
度
）

（
年
度
）

「※上記A～Kの大区分については、各大区分の対象分野が固定的に捉えられることのないよう具体的な分野名は付さず、アルファベット表記としているが、各大区分は概ね上記のよう
な研究に関連している。」

２１．科学研究費助成事業
基盤研究（C）の審査区分別・セクタ別の応募件数の推移（平成30～令和2年度）
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人文学・社会科学関連

出典：第４回研究費部会（令和４年１月２０日）資料



２２．科学研究費助成事業
審査区分別の採択件数の状況（新規採択分）

出典：文部科学省ホームページ

令和５年度

※上記A～J の大区分については、各大区分の対象分野が固定的に捉えられることのないよう具体的な分野名は付さ
ず、アルファベット表記としているが、各大区分は概ね下記のような研究に関連している。

・大区分Ｅは「化学関連」
・大区分Ｆは「農学関連」
・大区分Ｇは「生物学関連」
・大区分Ｈは「薬学関連」

・大区分Ａは「人文学・社会科学関連」
・大区分Ｂは「数物系科学関連」
・大区分Ｃは「工学（機械、電気電子、土木等）関連」
・大区分Ｄは「工学（材料、ナノ、応用物理等）関連」

・大区分Ｉは「医・歯学関連」
・大区分Ｊは「情報学関連」
・大区分Ｋは「環境学関連」

令和３年度 令和４年度

（注１）対応する大区分が複数ある中区分及び小区分は、採択件数、配分額を按分して集計して集計しているので、端数を生じる場合がある。
（注２）「特別推進研究」、「学術変革領域研究（A）」（計画研究及び公募研究）、 「学術変革領域研究（B）」（計画研究）、「基盤研究」（特設分野研究を除く）、「挑戦的研究」

（特設審査領域を除く）、「若手研究」及び「国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ））」について分類。
（注３）四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。
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２３．科学研究費助成事業
審査区分別の配分金額（直接経費）の状況（新規採択分）

出典：文部科学省ホームページ

令和３年度

※上記A～J の大区分については、各大区分の対象分野が固定的に捉えられることのないよう具体的な分野名は付さ
ず、アルファベット表記としているが、各大区分は概ね下記のような研究に関連している。

・大区分Ｅは「化学関連」
・大区分Ｆは「農学関連」
・大区分Ｇは「生物学関連」
・大区分Ｈは「薬学関連」

・大区分Ａは「人文学・社会科学関連」
・大区分Ｂは「数物系科学関連」
・大区分Ｃは「工学（機械、電気電子、土木等）関連」
・大区分Ｄは「工学（材料、ナノ、応用物理等）関連」

・大区分Ｉは「医・歯学関連」
・大区分Ｊは「情報学関連」
・大区分Ｋは「環境学関連」

令和４年度 令和５年度

（注１）対応する大区分が複数ある中区分及び小区分は、採択件数、配分額を按分して集計して集計しているので、端数を生じる場合がある。
（注２）「特別推進研究」、「学術変革領域研究（A）」（計画研究及び公募研究）、 「学術変革領域研究（B）」（計画研究）、「基盤研究」（特設分野研究を除く）、「挑戦的研究」

（特設審査領域を除く）、「若手研究」及び「国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ））」について分類。
（注３）四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。

28



２４．科学研究費助成事業
研究成果公開促進費 学術図書（分野別）の採択件数の推移（新規採択＋継続分）

出典：日本学術振興会ホームページ「研究成果公開促進費採択一覧」
を基に、文部科学省作成
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２５．科学研究費助成事業
研究成果公開促進費 学術図書（分野別）の交付予定額の推移（新規採択＋継続分）

出典：日本学術振興会ホームページ「研究成果公開促進費採択一覧」
を基に、文部科学省作成

30

223,100

190,100

217,400

232,300

218,500
212,200

202,300

174,300
167,900

154,000

123,000 126,000

149,200 147,500 143,600 142,200
146,900

137,700

94,600
102,700

16,800

23,300
20,800

17,700

15,700

6,800

15,500
9,800 7,800

13,100
21,800

20,600 11,600

18,100

10,200

10,500

4,500 6,500 5,200
12,900

60,200
53,500 51,000

46,100
55,900

49,400

31,600 30,800 31,000 31,300

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

人文科学 社会科学 理工 生物 広領域

（千円）



２６．科学研究費助成事業
研究成果公開促進費 データベース（分野別）採択件数の推移（新規採択＋継続分）

出典：日本学術振興会ホームページ「研究成果公開促進費採択一覧」を基に、文部科学省作成
31

（注１）データベース（一般）およびデータベース（重点）を合計した件数。
（注２）平成２６年度、平成２７年度の学術誌データベースについては数に含めない。
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２７．科学研究費助成事業
研究成果公開促進費 データベース（分野別）交付予定額の推移（新規採択＋継続分）

出典：日本学術振興会ホームページ「研究成果公開促進費採択一覧」を基に、文部科学省作成
32

（注１）データベース（一般）およびデータベース（重点）を合計した件数。
（注２）平成２６年度、平成２７年度の学術誌データベースについては数に含めない。

（千円）

110,900

91,100

83,900

70,500

64,200
59,700

46,700
52,500

47,800 49,800

38,400

53,800

47,800

54,800

35,000

28,800 28,400

15,400

25,900 25,100
39,800

37,300
34,100

26,500

17,300

11,100 10,600
8,300 12,000

10,600

103,000

71,000
66,200

57,000

48,900

35,000 41,000

32,600

17,400

40,600

28,300
23,600

44,800

19,500

14,700 12,800

4,200

14,200

7,000
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

人文科学 社会科学 理工 生物 広領域



1014
949 946

1048
1005

1368

1283

1082
1022 997

104 93 113 95 89

516
485

347 338 359

87 65 61 46 44 29 21 24 29 31

680
636 647

772 747
716

686
636

585
542

143 155
125 135 125 107 91 75 70 65

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

全体 研究成果公開発表 国際情報発信強化 学術図書 データベース

２８．科学研究費助成事業
研究成果公開促進費 応募件数の推移（新規採択分）

出典：日本学術振興会ホームページ「研究成果公開促進費採択一覧」「科研費等の審査に係る総括」を基に、
文部科学省作成
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（注１）令和元(2019)年度より、「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI」を研究成果公開促進費 （研究成果公開発表）として、
公募と審査を実施

（件）



34

採択 研究課題名 研究代表者 所属研究機関 期間

R5 格差・不平等と社会的分断の実態把握とその解決のため
大規模調査による社会科学的研究 藤原 翔 東京大学・社会科学研究所・准教授 R5～R11

R4 コロナ危機以降の多様な格差の構造と変容：家計パネル
データを活用した経済学研究 山本 勲 慶應義塾大学・商学部・教授 R4～R8

R2 アジアと欧米：コミュニケーションの文化差から言語の獲得
過程を探る 馬塚 れい子 理化学研究所・脳神経科学研究センター・

チームリーダー R2～R6

R1 地域歴史資料学を横軸とした災害列島における地域存
続のための地域歴史文化の創成 奥村 弘 神戸大学・大学院人文学研究科・教授 R1～R5

２９．科学研究費助成事業 特別推進研究 人文社会系 採択課題一覧

※R3年度は、人文社会系の新規採択課題はなし。

採択 研究課題名 研究代表者 所属研究機関 期間

R4 パンデミック後日本とアジアの持続的社会経済
復興のための戦略的国際研究アライアンス

澤田 康幸 東京大学・大学院経済学研究科・教授 R4～R10

科学研究費助成事業 「国際共同研究加速基金（国際先導研究）」 人文社会系 採択課題一覧

※R4年度から開始。

出典：日本学術振興会ホームページを基に、文部科学省作成
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採択 研究課題名 研究代表者 所属研究機関 期間

R5 クオリア構造学：主観的意識体験を科学的客観性へと橋渡
しする超分野融合領域の創成

土谷 尚嗣 株式会社国際電気通信基礎技術研究所・脳情報通
信総合研究所・客員研究員

R5～R9

R5 日本列島域における先史人類史の統合生物考古学的研究-
令和の考古学革新-

山田 康弘 東京都立大学・人文科学研究科・教授 R5～R9

R5 尊厳学の確立：尊厳概念に基づく社会統合の学際的パラダ
イムの構築に向けて

加藤 泰史 椙山女学園大学・国際コミュニケー ション学部・教授 R5～R9

R4 貧困学の確立：分断を超えて 阿部 彩 東京都立大学・人文科学研究科・教授 R4～R8

R3 「当事者化」人間行動科学：相互作用する個体脳と世界の
法則性と物語性の理解

笠井 清登 東京大学・医学部附属病院・教授 R3～R7

R3 ゆらぎの場としての水循環システムの動態的解明による水共生
学の創生

荒谷 邦雄 九州大学・比較社会文化研究院・教授 R3～R7

R2 生涯学の創出-超高齢社会における発達・加齢観の刷新 月浦 崇 京都大学・人間・環境学研究科・教授 R2～R6

R2 土器を掘る：22世紀型考古資料学の構築と社会実装をめ
ざした技術開発型研究

小畑 弘己 熊本大学・大学院人文社会科学研究部（文）・
教授

R2～R6

R2 中国文明起源解明の新・考古学イニシアティブ 中村 慎一 金沢大学・歴史言語文化学系・教授 R2～R6

R2 イスラーム的コネクティビティにみる信頼構築：世界の分断をの
りこえる戦略知の創造

黒木 英充 東京外国語大学・アジア・アフリカ言語文化
研究所・教授

R2～R6

科学研究費助成事業 学術変革領域研究（A） 審査区分（Ⅰ）採択課題一覧

※応募に際しては、研究計画の内容に照らし、審査を希望する区分を以下のうちから必ず一つ選択することになっており、 「学術変革領域研究区分（Ⅰ）」 は
 主に大区分「A」の内容を中心とする研究課題。
※R２年度から開始。

出典：日本学術振興会ホームページを基に、文部科学省作成
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科学研究費助成事業 学術変革領域研究（B） 審査区分（Ⅰ）採択課題一覧
採択 研究課題名 研究代表者 所属研究機関 期間

R5 感染症の人間学：COVID-19が照らし出す人間と世界の過
去・現在・未来

浜田 明範 東京大学・大学院総合文化研究科・准教授 R5～R7

R4 税務データを中心とする自治体業務データの学術利用基盤整
備と経済分析への活用

近藤 絢子 東京大学・社会科学研究所・教授 R4～R6

R4 言語相互行為における身振りと手話を対象とした身体記号学 坊農 真弓 国立情報学研究所・情報社会相関研究系・准教授 R4～R6

R3 情動情報解読による人文系学問の再構築 近添 淳一 生理学研究所・脳機能計測・支援センター・准教授 R3～R5

R3 デジタル-人間融合による精神の超高精細ケア：多種・多量・
精密データ戦略の構築

伊藤 正哉 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究セン
ター・認知行動療法センター・室長

R3～R5

R3 デジタル身体性経済学の創成 犬飼 佳吾 明治学院大学・経済学部・准教授 R3～R5

R2 クオリア構造と脳活動から得られる情報構造の関係性理解 土谷 尚嗣 株式会社国際電気通信基礎技術研究所・脳情報通
信総合研究所・客員研究員

R2～R4

R2 心脳限界のメカニズム解明とその突破 柴田 和久 国立研究開発法人理化学研究所・脳神経科学研究
センター・チームリーダー

R2～R4

R2 中近世における宗教運動とメディア・世界認識・社会統合：
歴史研究の総合的アプローチ

大貫 俊夫 首都大学東京・人文科学研究科・准教授 R2～R4

出典：日本学術振興会ホームページを基に、文部科学省作成

※応募に際しては、研究計画の内容に照らし、審査を希望する区分を以下のうちから必ず一つ選択することになっており、 「学術変革領域研究区分（Ⅰ）」 は
 主に大区分「A」の内容を中心とする研究課題。
※R２年度から開始。
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採択 研究課題名 研究代表者 所属研究機関 期間

R5 人間形成の基礎としての個性発達と共生の解明 多賀 厳太郎 東京大学・大学院教育学研究科（教育学部）・教授 R5～R9

R5 民主主義の揺らぎとその克服 松林 哲也 大阪大学・大学院国際公共政策研究科・教授 R5～R9

R5 ディープラーニングによる仏像の制作年代・地域推定システム
の構築とその実装

藤岡 穣 大阪大学・大学院人文学研究科・教授 R5～R9

R5 コミュニケーション行動の進化的基盤としての模倣・共感・報酬 岡ノ谷 一夫 帝京大学・先端総合研究機構・教授 R5～R9

R4 感染症対策と社会・経済活動の両立 仲田 泰祐 東京大学・大学院経済学研究科（経済学部）・准教授 R4～R8

R4 パレオゲノミクスによるマヤ文明コパン王朝のダイナミクス解明 中村 誠一 金沢大学・古代文明・文化資源学研究センター・教授 R4～R8

R4 アフリカ狩猟採集民・農牧民のコンタクトゾーンにおける子育て
の生態学的未来構築

高田 明 京都大学・アジア・アフリカ地域研究研究科・教授 R4～R8

R4 社会的相互交渉における他者の行為の脳内表象に関する実
験心理学的研究

磯田 昌岐 生理学研究所・システム脳科学研究領域・教授 R4～R8

R3 マーケットデザインとその社会実装による社会科学の革新 小島 武仁 東京大学・大学院経済学研究科・教授 R3～R7

R3 酸素同位体比年輪年代法の高精度化による日本列島の気
候・生産・人口変動史の定量化

中塚 武 名古屋大学・大学院環境学研究科・教授 R3～R7

R3 個別的育児支援手法の創出を導く養育者-乳児の動態とそ
の多様性創発原理の解明

明和 政子 京都大学・大学院教育学研究科・教授 R3～R7

R3 ポストコロナの教育格差研究：世界的課題の解明とオンライ
ンでの調査・実験手法の革新

赤林 英夫 慶應義塾大学・経済学部・教授 R3～R7

R3 半定住狩猟採集民の社会組織と葬制：骨考古学先端技
術との連携による先史社会の復元

谷口 康浩 國學院大學・文学部・教授 R3～R7

R3 シルクロードの国際交易都市スイヤブの成立と変遷-農耕都
市空間と遊牧民世界の共存-

山内 和也 帝京大学・文化財研究所・教授 R3～R7

科学研究費助成事業 基盤研究（S） 大区分A 採択課題一覧

出典：日本学術振興会ホームページを基に、文部科学省作成
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採択 研究課題名 研究代表者 所属研究機関 期間

R2 人口減少下の初等中等教育：政府個票と自治体行政デー
タを活用した補完的実証分析

田中 隆一 東京大学・社会科学研究所・教授 R2～R6

R2 非流暢な発話パターンに関する学際的・実証的研究 定延 利之 京都大学・大学院文学研究科・教授 R2～R6

R2 経済停滞と格差拡大：世界経済の危機と統一マクロ理論の
構築

小野 善康 大阪大学・社会経済研究所・特任教授 R2～R6

R2 行動経済学の政策応用ー医療、防災、防犯、労働、教育ー 大竹 文雄 大阪大学・大学院経済学研究科・教授 R2～R6

R2 包括的な金融・財政政策のリスクマネジメント：金融危機から
国際関係・災害リスクまで

上東 貴志 神戸大学・計算社会科学研究センター・教授 R2～R6

R2 王陵級巨大古墳の構造分析に関する文理融合型総合研究 清家 章 岡山大学・大学院社会文化科学研究科・教授 R2～R6

R1 OS言語からみた「言語の語順」と「思考の順序」に関する
フィールド認知脳科学的研究

小泉 政利 東北大学・大学院文学研究科・教授 R1～R5

R1 保育の質と子どもの発達に関する縦断的研究-質の保証・向
上システムの構築に向けて

野澤 祥子 東京大学・大学院教育学研究科・准教授 R1～R5

R1 社会性の起源と進化：人類学と霊長類学の協働に基づく人
類進化理論の新開拓

河合 香吏 東京外国語大学・アジア・アフリカ言語文化研究所・教授 R1～R5

R1 中東部族社会の起源：アラビア半島先原史遊牧文化の包
括的研究

藤井 純夫 金沢大学・名誉教授 R1～R5

R1 東アジアにおける農耕の拡散・変容と牧畜社会生成過程の
総合的研究

宮本 一夫 九州大学・大学院人文科学研究院・教授 R1～R5

R1 脳・認知・身体と言語コミュニケーションの発達：定型・非定
型発達乳幼児コホート研究

皆川 泰代 慶應義塾大学・文学部・教授 R1～R5

科学研究費助成事業 基盤研究（S） 大区分A 採択課題一覧

出典：日本学術振興会ホームページを基に、文部科学省作成
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27年度 28年度

（人）

死亡・不詳の者 下記以外の者 一時的な

仕事に就いた者

専修学校・

外国の学校等入学者

臨床研修医

（予定者を含む）

就 職 者 進 学 者

人文・社会科学 自然科学 その他 人文・社会科学 自然科学 その他

人数(人) 43 95 14 18 108 8

割合(％) 2% 1% 1% 1% 1% 0%

人数(人) 1,201 8,660 650 1,269 9,603 1,219

割合(％) 43% 74% 56% 56% 81% 74%

人数(人) 0 1 0 0 19 0

割合(％) 0% 0% 0% 0% 0% 0%

人数(人) 37 73 3 15 47 3

割合(％) 1% 1% 0% 1% 0% 0%
人数(人) 266 599 79 - - -
割合(％) 10% 5% 7% - - -
人数(人) 849 1,832 286 871 2,104 404
割合(％) 30% 16% 25% 39% 18% 24%
人数(人) 415 456 125 81 43 19

割合(％) 15% 4% 11% 4% 0% 1%
人数(人) 2,811 11,716 1,157 2,254 11,924 1,653
割合(％) 100% 100% 100% 100% 100% 100%

平成27年度

進 学 者

就 職 者

臨床研修医
（予定者を含む）

専修学校・
外国の学校等入学者

死亡・不詳の者

計

令和5年度

一時的な仕事に就いた者

下記以外の者

出典：学校基本調査
（文部科学省）

○人文・社会科学、自然科学、その他とは、「５．大学院（博士課程）入学者数（専攻分野別）」の凡例に同じ。

○「進学者」「臨床研修医(予定者を含む)」「専修学校・外国の学校等入学者」「一時的な仕事に就いた者」の数値と割合は、別ページに掲載。そのため、グラフ上の数値を足しても合計とは一致しない。

○凡例

・進学者 大学院研究科、大学学部、短期大学本科、専攻科、別科に進学した者をいう。

・就職者 給料、賃金報酬、その他の経常的な収入を得る仕事（自家・自営業を含む）に就いた者をいう。

・専修学校・外国の学校等入学者 前述の「進学者」以外の者で、学校、その他教育施設に入学（在籍）している者をいう。専修学校、各種学校、外国の学校及び職業能力開発校への

入学者、研究生として入学した者がここに含まれる。

・一時的な仕事に就いた者 臨時的な収入を得る仕事に就いた者であり、雇用の期間が１年未満又は雇用期間の長さにかかわらず短時間勤務の者をいう。

※令和2年度より、「一時的な仕事に就いた者」は「就職者」と合算され「就職者等」に統合。

・下記以外の者 進学でも就職でもないことが明らかな者をいう。求職中の者並びに公務員・教員採用試験及び国家資格試験の準備中である者はここに含まれる。

・死亡・不詳の者  不詳とは、上記の各欄のいずれに該当するか学校で把握していない者をいう。また、死亡とは、卒業者のうち各年の５月１日までに死亡した者をいう。

３１．大学院生（博士課程）卒業後の進路
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平成27年度 令和5年度
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人文科学 社会科学 理学 工学 農学 保健 全体

 人文科学、社会科学分野の修士課程修了者の就職率は、他の分野に比べて低い傾向が続いている。
近年は緩やかな上昇傾向が見られていたが、R２年度は下落した。

※「教育」､「芸術」 ､「商船」、「家政」､「その他」分野は修了者数が比較的少ないことから省略

※各年度は修了年度 出典：学校基本調査

３２.修士課程修了者の就職率の推移（分野別）
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※人文科学・社会科学系における大学院教育の関連データ集
（令和5年11月30日 中央教育審議会大学分科会大学院部会）を基に一部加工
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 人文科学、社会科学分野の博士課程修了者の就職率は、他の分野に比べて低い傾向が続いている。

出典：学校基本調査

３３.博士課程修了者の就職率の推移（分野別）

（％）

※各年度は修了年度

※「教育」､「芸術」 ､「商船」、「家政」､「その他」
分野は修了者数が比較的少ないことから省略
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大学教員：39.3%
大学以外の教員：6.3％
教員以外の専門職（科
学研究者・技術者等）：
28.5%
販売・事務業務:11.0%
管理的職業従事者:1.8%
その他:11.8%

大学教員：39.2%
大学以外の教員：2.8％
教員以外の専門職（科
学研究者・技術者等）：
26.9%
販売・事務業務:16%
管理的職業従事者:6.2%
その他:7.9%

大学教員：75.1%
大学以外の教員：10.3％
教員以外の専門職（科
学研究者・技術者等）：
7.3%
販売・事務業務:3.4%
管理的職業従事者:1.1%
その他:2.7%

大学教員：43.3%
大学以外の教員：5.2％
教員以外の専門職（科
学研究者・技術者等）：
23.9%
販売・事務業務:17.6%
管理的職業従事者:5.2%
その他:4.9%

大学教員：41.3%
大学以外の教員：10％
教員以外の専門職（科学研究者・技術者等）：32.6%
販売・事務業務:8.7%
管理的職業従事者:2.5%
その他:4.9%

大学教員：69.3%
大学以外の教員：16.2％
教員以外の専門職（科
学研究者・技術者等）：
9.3%
販売・事務業務:2.1%
管理的職業従事者:0%
その他:3.1% ※人文科学・社会科学系における大学院教育の関連データ集

（令和5年11月30日 中央教育審議会大学分科会大学院部会）を基に一部加工
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管理的職業従事者 大学教員
大学以外の教員 教員以外の専門職（科学研究者・技術者等）
サービス職業従事者 販売・事務業務
その他の業務（運輸・通信、生産、保安等従事者）

 理工農・保健分野においては、修士課程修了後、技術者等として専門的職業に従事する者の割合が
高く、人社系分野においては販売・事務業務に従事する者の割合が高い。

※ 所定の単位を取得し、学位を取得せず退学した者（いわゆる満期退学者）の数を含む

３４.修士課程修了後の就職先（分野別・職業別）
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※人文科学・社会科学系における大学院教育の関連データ集
（令和5年11月30日 中央教育審議会大学分科会大学院部会）を基に一部加工

出典：学校基本調査（令和5年度）



 理工農・保健分野においては、博士課程修了後、大学教員以外の専門的職業に従事する者の割合
が高く、人社系分野においては大学以外も含めて教員になる者の割合が高い。

※ 所定の単位を取得し、学位を取得せず退学した者（いわゆる満期退学者）の数を含む 出典：学校基本調査（令和5年度）

３５.博士課程修了後の就職先（分野別・職業別）
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※人文科学・社会科学系における大学院教育の関連データ集
（令和5年11月30日 中央教育審議会大学分科会大学院部会）を基に一部加工
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その他の業務（運輸・通信、生産、保安等従事者）
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•その他



所在地 機関名 機関の目的

千葉県 国立歴史民俗博物館 我が国の歴史資料、考古資料及び民俗資料の収集、保管及び公衆への供覧並びに歴史学、考古学及び民俗学に
関する調査研究

東京都 国文学研究資料館 国文学に関する文献その他の資料の調査研究、収集、整理及び保存

東京都 国立国語研究所 国語及び国民の言語生活並びに外国人に対する日本語教育に関する科学的な調査研究並びにこれに基づく資料の
作成及びその公表

京都府 国際日本文化研究センター 日本文化に関する国際的及び学際的な総合研究並びに世界の日本研究者に対する研究協力

京都府 総合地球環境学研究所 地球環境学に関する総合研究

大阪府 国立民族学博物館 世界の諸民族に関する資料の収集、保管および公衆への供覧並びに民俗学に関する調査研究

３６．大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 機関一覧

東京都：2機関 京都府：2機関 大阪府：1機関 千葉県：1機関 計6機関

出典：文部科学省作成 47



３７．人文学・社会科学の振興に関する共同利用・共同研究拠点 一覧

所在地 大学名 研究所名 拠点名 認定期間

北海道 北海道大学 スラブ・ユーラシア研究センター スラブ・ユーラシア地域研究にかかわる拠点 R4～R9

東京都 東京大学 史料編纂所 日本史史料の研究資源化に関する研究拠点 R4～R9

東京都 東京外国語大学 アジア・アフリカ言語文化研究所 アジア・アフリカの言語文化に関する国際的研究拠点 R4～R9

東京都 一橋大学 経済研究所 「日本および世界経済の高度実証分析」拠点 R4～R9

京都府 京都大学 経済研究所 先端経済理論の国際的共同研究拠点 R4～R9

京都府 京都大学 人文科学研究所 人文学諸領域の複合的共同研究国際拠点 R4～R9

大阪府 大阪大学 社会経済研究所 行動経済学研究拠点 R4～R9

東京都 慶應義塾大学 パネルデータ設計・解析センター パネル調査共同研究拠点 R3～R8

東京都 法政大学 野上記念法政大学能楽研究所 能楽の国際・学術的研究拠点 R1～R6

東京都 早稲田大学 坪内博士記念演劇博物館 演劇映像学連携研究拠点 R2～R7

京都府 京都芸術大学 舞台芸術研究センター 舞台芸術作品の創造・受容のための領域横断的・実践的研究拠点 R1～R6

大阪府 大阪商業大学 JGSS研究センター 日本版総合的社会調査共同研究拠点 R1～R6

大阪府 関西大学 ソシオネットワーク戦略研究機構 ソシオネットワーク戦略研究拠点 R1～R6

大阪府 大阪公立大学 都市科学・防災研究センター 先端的都市研究拠点 R2～R7

京都府 立命館大学 アート・リサーチセンター 日本文化資源デジタル・アーカイブ国際共同研究拠点 R1.10～R6

東京都：6機関 京都府：４機関 大阪府：４機関 北海道：1機関 計15機関

出典：文部科学省作成 48
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